
月日 時間 スケジュール

2/5（水）

09:35

13:35
15:00
18:00

・羽田空港出発 ANA NH869便にて、マニラへ
<所要時間 ５時間>

・ニノイ・アキノ国際空港（マニラ）到着
・JETROマニラ事務所によるブリーフィング
・結団式

2/6（木）

午前

午後

・企業視察【日本郵船：NYK-TDG MARITIME ACADEMY（NTMA）】

・企業視察【テルモ：テルモフィリピンズ】
・企業視察【矢崎総業：EDSマニュファクチャリング・インク（EMI）】
・夕食懇親会

2/7（金）

08:45

10:15

午前

午後

・マニラ発 フィリピン航空にて、セブへ

・マクタン・セブ国際空港（セブ）到着

・PEZA（経済特区庁）訪問

・企業視察【ケンコー・トキナー：フィリピンケンコー】
・企業視察【タミヤ：タミヤフィリピン】

2/8（土）

終日

17:15

18:50

・市内観光など

・セブ発 フィリピン航空にてマニラへ

・マニラ到着

2/9（日）

午前

14:50

20:00

・市内観光など

・ニノイ・アキノ国際空港出発 ANA NH870便にて、東京へ

・羽田空港到着後、解散

※こちらの日程表は、天候や交通状況、現地事情などにより変更となる場合があります。

東京中小企業投資育成（株）主催

フィリピンは、高い経済成長率と豊富な若年層の労働人口に加え、

教育水準の向上による人材育成の拠点としても注目を集めていま

す。英語が通じやすいビジネス環境や、親日的な文化もあり、日

本企業のアウトソーシング先や人材開発のパートナーとしても魅

力的な市場です。

本視察会では、フィリピンの人材育成や労働市場の現状を現地で

体感していただき、貴社のビジネス発展に向けたヒントを得てい

ただきたいと考えております。

2025年 ２月５日(水)～２月９日(日)ご旅行期間

マニラ宿泊

マニラ宿泊

セブ宿泊

マニラ宿泊



東京中小企業投資育成（株）ビジネスサポート部 担当：望月
TEL：０３－３４９９－０７５５
FAX：０３－３４９９－０８１９
Mail：a-mochizuki@sbic.co.jp

近畿日本ツーリスト（株）関西法人MICE支店 担当：西嶋
TEL：０６－６６３５－２６２７
FAX：０６－６６４１－００７２
Mail：k.nishijima625@kntct.com

投資育成HP「セミナー情報」より12月20日（金）10時より申込開始

申し込み完了後、ご登録のメールアドレス宛に自動返信メールをお送りいたします。
メールが届かない場合は、お手数ですが、投資育成望月（連絡先下記）までお問い合わせください。

＜個人情報の取り扱いについて＞ウェブフォームに入力いただきました個人情報は、各共催者が参加者名簿として、また本視察会の企画・運営・実施のために使用する他、関連するア
フターサービス、必要な情報の提供及び各種ご案内のために使用します。なお、個人情報の共同利用等の詳細につきましては、東京中小企業投資
育成株式会社のプライバシーポリシーをご参照ください。共同利用する個人データについては、各共催者がそれぞれ責任を持って管理いたします。

２０名（原則1社1名まで、最少催行人数11名）
※定員に達し次第、受付終了となりますのでご了承ください

お一人様 約570,000円
（エコノミークラス利用、1名1室利用）
ビジネスクラスご利用のお客様は、追加料金約160,000円が別途かかります。
注1：ビジネスクラスは先着順にて最大15席程度用意しております。
注2：フィリピン国内線はエコノミークラスのみの設定となります。
注3：ご参加人数が確定した時点で旅行代金を確定し、改めてご連絡いたします。

マニラ：Okura
セブ ：Dusit Thani

国際線：全日本空輸
国内線：フィリピン航空

視察先などのスケジュールは予定であり、スケジュール通りの行程をお約束するものではありません。
お申込みいただいた方には、詳細な行程が決まり次第、改めてご連絡いたします。
旅行代金に含むもの ：燃油サーチャージ、旅行日程に明示した航空機運賃、宿泊の料金および税金・
サービス料（1部屋1名利用）、食事の料金および税金・サービス料、旅行日程に含まれる送迎バス・ドラ
イバー等の料金およびチップ料金、添乗者の同行費用、現地空港諸税、視察団共通経費
旅行代金に含まないもの：渡航手続諸経費および査証取得に関する経費、超過手荷物料金、ホテルのルー
ムメイド・ボーイ等に対するチップならびにクリーニング代、電話代、飲食代（視察団共通経費で充当し
きれない場合の不足額）、その他個人的な諸経費

視察会概要

定 員

旅行代金

宿泊ホテル

航空会社

ご注意事項

【重要】お申込みについて

https://www.sbic.co.jp/seminar/

申込方法

お問い合わせについて

お問い合わせ

委託旅行会社

視察予定企業について

■NTMA・・・・・・・・・・日本郵船がNYK Qualityの船員育成を目指して2007年に開校した商船大学。日本初の船員教育
機関校として認定を受ける。卒業生はフィリピンの海技国家試験で高い合格率を維持。

■EMI・・・・・・・・・・・・矢崎総業のフィリピン製造拠点。従業員数は約1万人規模で、主な取扱品はワイヤーハーネス。
■テルモフィリピンズ・・・1998年設立、テルモのアジア中核工場の位置づけであり、針や注射器を中心に生産。世界に出荷して

いる。2023年には10億ペソ（約26億円）の投資を表明。
■フィリピンケンコー・・・1989年設立、ケンコー・トキナー（投資先）の海外製造拠点。開発、設計、試作、量産、出荷まで一

貫生産が可能な工場であることが特長で、主な取扱品は双眼鏡、ライフルスコープなど。
■タミヤフィリピン・・・・・1994年設立、タミヤ唯一の海外製造拠点であり、タミヤの輸出額全体の約80％を占めている。2023

年には新工場が竣工。


